
古
墳
や
古
代
住
居
な
ど
の
文
化
財
と

自
然
に
恵
ま
れ
た
大
室
公
園
。
市
制
施

行
百
十
周
年
記
念
「
大
室
公
園
ま
つ
り
」

へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

平成１４年５月１日号　４

市
制
施
行
百
十
周
年
を
記
念
し
て
、

大
室
公
園
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

樹
齢
百
年
を
超
え
る
ツ
ツ
ジ
を
移
植

す
る
記
念
植
樹
を
は
じ
め
、
催
し
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
で
出

掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
12
日
�
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
（
記
念
式
典
以
外
は
雨

天
中
止
）

会
場
＝
大
室
公
園

□
記
念
式
典

記
念
植
樹
、
ツ
ツ
ジ
の
由
来
を
解

説
し
た
案
内
板
の
除
幕
な
ど
。

□
の
び
ゆ
く
こ
ど
も
の
つ
ど
い
・
ふ

れ
あ
い
の
広
場

竹
と
ん
ぼ
作
り
、
も
ち
つ
き
、
模

擬
店
な
ど
。

□
そ
の
他
の
催
し

子
ど
も
熱
気
球
体
験
、芸
能
大
会
、

古
代
住
居
・
古
墳
な
ど
の
文
化
財
巡

り
、
農
産
物
・
広
域
物
産
の
直
売
な

ど
。大

室
公
園
に
あ
る
小
二
子
古
墳
は
、

六
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
小
規
模
な

前
方
後
円
墳
で
す
。
築
造
か
ら
長
い

年
月
が
経
過
し
、
墳
丘
の
土
が
流
さ

れ
た
り
、
石
室
が
壊
さ
れ
た
り
し
た

た
め
、
今
回
、
古
墳
の
形
を
整
え
、

埴
輪

は
に
わ

を
設
置
す
る
な
ど
、
古
墳
が
造

ら
れ
た
当
時
の
姿
を
復
元
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
室
古
墳
群
全
体
の
模
型

を
、
後
二
子
古
墳
と
中
二
子
古
墳
と

の
間
に
設
置
し
ま
し
た
。
既
に
公
開

し
て
い
る
後
二
子
古
墳
・
中
二
子
古

墳
と
一
緒
に
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
二
子
古
墳
は
現
在
整
備

中
で
、
古
墳
の
周
り
か
ら
見
学
が
で

き
ま
す
。
今
後
は
石
室
周
辺
の
整
備

を
行
い
、
整
備
終
了
後
に
公
開
す
る

予
定
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
文
化
財
保
護
課

�
２
３
１
―
９
５
３
１
へ
。
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県
道
県
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宮
城
宮
城
・
前
橋
線

前
橋
線�

県
道
県
道 

深
津
深
津
・
伊
勢
崎
線

伊
勢
崎
線�

県
道 

宮
城
・
前
橋
線�

県
道 

深
津
・
伊
勢
崎
線�

大室小�

主要地方道�
前橋・赤堀線�

大室公園�

六
月
ま
で
の
「
日
本
に
お
け
る

イ
タ
リ
ア
年
」の
一
環
で
、「
二
つ

の
文
化
　
小
寺
真
知
子
彫
刻
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
ロ
ー
マ
在
住
の

芸
術
家
・
小
寺
さ
ん
の
作
品
を
通

し
て
、
イ
タ
リ
ア
文
化
に
触
れ
る

良
い
機
会
で
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
11
日
�
〜
６
月
２
日

�
、
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
　
会

場
＝
煥
乎
堂
（
本
町
一
丁
目
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
企
画
調
整
課

�
８
９
０
―
６
５
１
６
へ
。

問
い
合
わ
せ
は
公
園
緑
地
課

�
８
９
０
―
６
８
４
３
へ
。

公
開
し
て
い
ま
す

小
二
子
古
墳
な
ど

小寺真知子彫刻展

市 制 施 行
110周年で 記念植樹や古墳巡り記念植樹や古墳巡り

復元された小二子古墳

文化財や自然がいっぱいの大室公園

大室
公園

まつ
り


